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Ⅹ．計画の推進方策 

１．計画の推進方策                         
立地適正化計画を策定した場合においては、おおむね 5 年毎に計画に記載された施

策・事業の実施状況について調査、分析及び評価を行い、立地適正化計画の進捗状況や

妥当性等の精査、検討を行います。その結果や都市計画審議会における意見を踏まえ、

施策の充実、強化等について検討を行うとともに、必要に応じて、適切に立地適正化計

画や関連する都市計画の見直し等を行うことが望ましいとされています。 

本市においては、本計画に位置づけた都市機能誘導区域及び居住誘導区域に関わる

施策の進捗状況を継続的に把握するとともに、立地の適正化に関するまちづくりの目

標を達成するための目標値を設定し、必要に応じておおむね 5 年毎に評価します。さ

らに、これらの目標値をもとに PDCA サイクルを確立し、計画を見直す必要性がある

場合には、適宜、立地適正化計画の見直し行っていきます。 

 

図Ⅹ-1 計画の推進方策のイメージ 
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２．目標値の設定                          
（１）目標値の設定 

本計画の進捗状況や施策の実施状況による効果を確認していく必要があります。計

画の進捗状況を調査、分析するため目標値を設定し、概ね 5 年ごとに目標値の評価・

分析を行っていきます。 

 

目標値① 

居住に必要な生活支援機能を持つ施設の維持、充足には居住誘導区域内の人口密

度が一定以上必要となります。本市においては、現状の生活支援施設を維持、充足

するために居住誘導区域内の人口密度を目標値に設定します。 

 

表Ⅹ-1 目標値（居住誘導区域の人口密度） 

目標項目 

現況値 目標値 

策定時

（2015） 

中間値 

（2020） 
（2027） （2037） 

居住誘導区域 

の人口密度 

66.4 人

/ha 

67.8 人/ha 

（居住誘導区域

変更前） 

67.4 人/ha 

（居住誘導区域変更前・

人口ビジョン第 1 期） 

67.8 人/ha 

（居住誘導区域変更前・

人口ビジョン第 1 期） 
66.2 人/ha 

（居住誘導区域

変更後） 

68.4 人/ha 

（居住誘導区域変更後・

人口ビジョン第２期） 

69.8 人/ha 

（居住誘導区域変更後・

人口ビジョン第２期） 

 

目標値② 

乗車人員は 2020 年に新型コロナウイルス感染症の影響で大きく減少したものの、

近年、増加傾向にあったことを踏まえ、居住誘導施策および都市機能誘導施策を実

施し、知立駅周辺の都市機能誘導区域において居住の促進、商業、業務などの都市

機能の誘導等による魅力ある拠点づくりを行うため、市内、市外から知立駅を利用

する乗車人員を目標値として設定します。 

 

表Ⅹ-2 目標値（知立駅の乗車人員） 

目標項目 

現況値 目標値 

策定時

（2015） 

中間値 

（2020）※ 
（2027） （2037） 

知立駅の 

乗車人員 
16,112 人/日 12,280 人/日 

16,425 人/日 

（計画策定時） 

16,530 人/日 

（計画策定時） 

16,624 人/日 

（人口ビジョン第２期） 

16,917 人/日 

（人口ビジョン第２期） 

 ※中間値は国勢調査の調査年次に合わせ、2020 年の値を表示 
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①  居住誘導区域の人口密度 
本市の 2037 年の将来人口は、約 76,400 人（知立市人口ビジョン）の目標値となって

おり、2020 年 72,193 人（国勢調査）から約 4,200 人増加する値となっています。一方

で社人研推計による 2037 年の人口は約 73,000 人であり、施策を行わなければその後、

減少が続く見込となっています。 

居住誘導区域内人口でみると、社人研推計値では 2037 年に 68,607 人となりますが、

居住誘導施策、都市機能誘導施策、また、市の各種施策を行うことで人口ビジョンの目

標値である 71,811 人を目指していきます。 

人口ビジョンの目標値を達成するためにも、まちなか居住環境整備や空き家の解消

などの居住誘導施策を行い、目標年次の 2037 年において居住誘導区域内人口密度 69.8

人/ha を目指します。 

 

表Ⅹ-3 居住誘導区域内の目標人口密度 

項目 
面積 

（ha） 
2015 年 2020 年 

2027 年 2037 年 

人口ビジョン 社人研 人口ビジョン 社人研 

市全域 1,631 
70,501 人 72,193 人 74,925 人 73,020 人 76,394 人 72,986 人 

43.2 人/ha 44.3 人/ha 45.9 人/ha 44.8 人/ha 46.8 人/ha 44.7 人/ha 

居住誘導区域内 1,029 
66,537 人 68,088 人 70,430 人 68,639 人 71,811 人 68,607 人 

66.4 人/ha 66.2 人/ha 68.4 人/ha 66.7 人/ha 69.8 人/ha 66.7 人/ha 

居住誘導区域外 602 
3,964 人 4,105 人 4,495 人 4,381 人 4,583 人 4,379 人 

6.3 人/ha 6.8 人/ha 7.5 人/ha 7.3 人/ha 7.6 人/ha 7.3 人/ha 

 

図Ⅹ-2 居住誘導区域内の目標人口 
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② 知立駅の 1日あたりの乗車人員 
本市の鉄道は、通勤や通学の交通手段であり、特に知立駅は名鉄名古屋本線と三河線

とが結節するとともに、基幹バスやミニバスの基点となっており、市内外からの利用者

が近年、増加傾向にありましたが、2020 年は新型コロナウイルス感染症の影響で減少

しました。鉄道利用者数は経済状況にも左右されますが、2019 年以前は人口の増加に

あわせて伸びている傾向も見受けられます。 

市内外を問わず知立駅の利用者の増加は、都市基盤整備などの施策の際に、商業、業

務などの立地を促し、中心市街地の活性化や魅力ある拠点づくりに必要な要素です。ま

た、市民の生活に重要な役割を果たしていることから、近年の増加傾向を維持していく

ことを目標にし、知立駅の 1 日あたりの乗車人員 16,917 人/日を目指します。 
 

図Ⅹ-3 知立駅乗車人員と人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表Ⅹ-4 知立駅乗車人員の目標値 

 

 

 

 

 

 

図Ⅹ-4 知立駅乗車人員の目標値 
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（２）目標値の達成により期待される効果 

① 居住誘導区域の人口密度目標達成による効果 

居住誘導区域内の人口密度を一定以上に保つことで現在立地している生活を支援す

る施設の存在確率が高まるとともに新たな立地を促します。本計画における居住誘導

区域内人口密度を維持することにより、現存する生活支援施設数が維持され、現状の集

積効果による生活利便性が維持されるという効果が期待されます。 

 

表Ⅹ-5 居住誘導区域内の生活支援施設数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅹ-5 人口密度と生活支援施設の存在確率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料：都市構造の評価に関するハンドブック（国土交通省））  

※居住誘導区域内人口密度は 2020 年、生活支援施設数は 2023 年の値 

分類
施設数
（将来）

69.8人/ha
スーパーマーケット 10 6
コンビニエンスストア 25 29
ドラッグストア ー 11

30 30 31
訪問系施設 12 21
通所系施設 11 12
小規模多機能施設 1 1
短期入所生活介護
・短期入所療養介護

1 4

共同生活介護 1 3
特定施設入所者生活介護
・介護老人福祉施設

1 5

保育所・認定こども園 11 11
小規模保育事業所 2 2
幼稚園 4 4
児童館等 8 8
合計 150

47

47

25

35

26

27

25

施設数
（計画策定時）

施設数※
（現況）

子育て支援施設

高齢者福祉施設

商業施設

居住誘導区域内人口密度

46

46

25

113 147

66.4人/ha 66.2人/ha

医療施設
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② 知立駅の 1日あたりの乗車人員目標達成による効果 

知立駅の利用者の増加は、市内外の通勤・通学利用に加えて市内の中心市街地での商

業、業務施設、また、従業者数の増加等に波及し、中心市街地の賑わいの創出の効果が

あると考えられます。現在、知立市内の事業所数、従業者数ともに減少しており、その

傾向は中心市街地で顕著にみられます。施策の１つでもある知立駅周辺の都市基盤整

備で新たな土地利用、高度な土地利用が促されることにより、知立駅利用者の増加によ

る効果として、事業所数・従業者数が増加し、中心市街地の賑わいの創出が期待されま

す。 

 

表Ⅹ-6 都市機能誘導区域の事業所・従業者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※事業所数、従業者数の現況値は経済センサスより按分し算出

※事業所数は鉄道利用者の増加分を見込み、事業所数は1事業所につき7名の従業者がいる想定とした

項　目 策定時（2014） 現況（2021） 将来値（2037）

事業所数

従業者数

824事業所

8,457人 8,338人 8,604人

812事業所 845事業所


